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第９１回山口西田読書會	
 

	
 

１	
 前回の議論 
①田中さんのプロトコルが発表された。  
●岡部さんの哲学的問い「西田哲学は人生の悩みにどう対応しているか」について 
	
 ・絶望からの離脱は、他者の証明によるものではない。とにかく自得するしかない。こ

れが西田先生の立場ではないだろうか。 
●（１－３－４）の予期的表象が意志的運動に先立つという主張への反論について 
	
 ・本文「両現象（意識と外界）が平行するというまででなければならぬ」の内容につい

て確認をした。 
	
 →この内容はスピノザの思想を参考にすると理解しやすい。スピノザは唯一実体を神と

し、物も心も、神から導かれる思惟と延長という２つの側面でしかないと主張した。

つまり、意識も外界も根本は同一であり、分化したものであるといえる。 
●田中さんの哲学的問い「西田哲学は生きがいをどう捉えているのか？」 
	
 本文「我々が現実と離れた高き目的を実行しようと思う場合には種々の手段を考え、こ

れによりて一歩一歩と進まねばならぬ、しかしてかく手段を考えるのはすなわち

客観に調和を求めるのである。」 
	
 →西田先生の考えは、周りの環境に合わせて生きることを推奨しているように思え

る。環境を変えていこうとする生き方についてはどう考えていたのだろうか？ 
	
 ・本文の「客観」という語を「環境」と同じ意味として捉えてよいのだろうか？ 
	
 →環境は「自らを中心とする周辺世界」と考えることができるが、「客観」の捉え方につ

いては意見が分かれた。 
	
 ・人間がいくら環境を変化していくことを続けたとしても、環境の中に住まわるという

点においては、どうしても抜け出すことができない。客観に調和するとは、このこと

を示しているのではないだろうか。 
	
 ・環境を支えるものは神であるという意見も出された。神＝客観（自然）であり、

客観に調和することは、神に従うことと同義である。 
 
②本文を読み進めた。  
●（１－３－５）について 
	
 ・意志＝欲求となっているが、どういうことなのか？ 
	
 →意志の不統一な状態のことを欲求という。（１－３－６より） 
・自由意志論と自由必然論の内容について確認をした。 
	
 →自由意思論は、「観念の結合の外にこれを支配する一の力がある」ことを根拠としてい

る。（３－３－２より） 
	
 →自由必然論は、「意識現象と自然現象とは同一であって、同一の法則によって支配せら
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れるべきものであるという仮定が根拠となっている」（３－３－４より） 
・自由意志論への論駁 
	
 →「なんらの理由なくして全く偶然にことを決する如きことがあったならば、我々はこ

の時意志の自由を感じないで、反ってこれを偶然の出来事として外より働いたもの

と考える」（３－３－３より） 
・意志必然論への論駁 
	
 →意志必然論の根拠となる仮定は、「未定の議論」であり、「はなはだ薄弱」で、「精神上 
	
 	
 の意味なるものは（中略）超然たるもの」と考えることができる。 
・西田哲学における「自由」とは 
	
 →意志の自由＝必然的自由（＝真の自由）であることが確認された。さらに、真の

自由  
	
 	
 は、神の自由であることも確認された。選択するという行為は、意志が不完全ゆ

えに  
	
 	
 生じるのであり、真の自由においては、必然である。 
	
 →現実の我々は、選択を行いながら生きているのだから、西田先生の「真の自由」と  
	
 	
 ギャップが生じている。この点はどう考えればよいのだろうか？ 
・西田先生の考える「客観」とは？ 
	
 →「客観」とは環境のような相対的なものというより、絶対的なもの、すなわち、変

化することのない根源的なものではないだろうか。人間は根源に向かって進

んでいくのではないだろうか。 
 
２	
 哲学的問い 
	
 西田先生は、一般的に考えられている意志（欲求）は自由でないと考えている。なぜ西

田先生は一般的意志では、強迫を感ずると表現したのか。普通、欲求が生じるとき、私た

ちは何か自己なるものから欲求が生じると考えているが、西田先生の立場はそうではない。

「我が欲求を生ずるというよりはむしろ現実の動機が我である」、すなわち、一般的意志に

おいては、欲求は常にその対象から触発されるような形で動いており、欲求が生ずるとき

に、自己が存在するように感じるということであろう。主客が分かれた世界では、欲求の

対象から、自己が定立される形から抜け出すことができない。それゆえに、西田先生は「強

迫」と表現されたのだろう。一方、真の自由は、最深の動機に基づくものであり、読書会

ではこれがどこから生じているのかという問いが出された。おそらく、統一的或者から

生じていると考えられる。なぜなら、先程述べたように、一般的意志の世界では、主客

が分立しているために強迫を感じるしかない。つまり、最深の動機においてはこのような

仕方で、意志が定立されない。それは、純粋経験の世界ということになりはしないだろう

か。主客未分ゆえに対象から欲望を喚起されるという形で欲望が生じない。真の自由は純

粋経験の形で実現されると思う。しかし、純粋経験の状態といっても、トランス状態
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のように没頭しているような盲目的な捉われの状態がある。このときは、真の自由

だといえるのだろうか？  


